
第１号様式                主要事業の進行状況報告書       平成 28年３月 31日 

８ 生活文化局 オリンピック文化プログラムの検討 

事
業
概
要 

                                           

「東京都長期ビジョン」(平成 26 年 12 月)に掲げられている基本目標の一つ「史

上最高のオリンピック・パラリンピックの実現」を達成するためにも、大会組織

委員会や国及び民間団体などと連携を図りながら、アーツカウンシル東京の活用

により、先進的で他に類を見ない最高の文化プログラムを展開する。 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

○文化団体等に対するヒアリング調査 

 今後の文化事業や東京の魅力を活かした 2020年東京大会の文化プログラムを展

開するため、文化団体、文化人等各界の専門家に対して、ヒアリング調査を実施

した。 

○文化プログラム及び海外の文化政策に関する調査 

 2020 年東京大会の文化プログラムのあるべき姿と枠組みについて検討するた

め、過去大会等における文化プログラム及び海外の文化政策等の調査を実施した。 

○文化プログラムの具体化に向けた検討 

 ・平成 26年２月に、ロンドン大会組織委員会とロンドン市、芸術文化の専門機

関であるアーツカウンシル・イングランドの文化プログラムの責任者３名を東

京に招き、2012年ロンドン大会の文化プログラムが成功した要因などについて、

意見交換を行った。 

・平成 26年６月に、東京芸術文化評議会を開催し、文化プログラムの具体化に

向けた議論を開始した。 

・都の芸術文化振興における基本指針であり、2020 年オリンピック・パラリン

ピック競技大会に向けた文化プログラムの先導的役割となる「東京文化ビジョ

ン」について、東京芸術文化評議会で議論を行い、素案に対する都民や団体か

らの意見を踏まえ、平成 27年３月末に発表した。 

・第２回文化プログラム検討部会(平成 27 年７月 27 日)、第３回文化プログラ

ム検討部会（平成 27 年８月 27 日）を開催し、都が展開する文化プログラムの

考え方と戦略的な展開について検討し、第 21 回東京芸術文化評議会（平成 27

年 9月 11日）においてその検討結果を都が主導する文化プログラムの基本方針

案として報告した。 

・平成 27 年 12 月に策定された「2020 年に向けた東京都の取組」に、都が主導

する文化プログラム事業の展開について示した。 

○「リーディングプロジェクト」の実施 

・平成 27年 10月の東京キャラバン公開ワークショップ、平成 28年３月のＴＵ

ＲＮフェスなど、文化プログラムの先導的役割を果たすリーディングプロジェ

クトを実施した。 

現
在
の
進

行
状
況 

○「リーディングプロジェクト」の継続・拡充検討 

「リーディングプロジェクト」の取組を、次年度も継続・拡充していくための

検討を行っている。 

今
後
の

見
通
し 

○文化プログラムの推進 

 今後も、「2020年に向けた東京都の取組」に示した内容を踏まえ、様々な主体が

連携・参加できる文化プログラムを推進していく。 

問い合わせ先 生活文化局 文化振興部 企画調整課 電話 03-5320-7736 

 


